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論 文 概 要 
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（所 属） 筑波大学大学院人間総合科学研究科看護科学専攻（博士後期課程）
（氏 名） 中谷  章子 
目  的：超高齢化社会が進むわが国において、看護師がいきいき働き続けることで
もたらされる医療現場への貢献は大きい。看護師が活気をもって働くと、看護実践の
質向上や組織パフォーマンスの向上、個人やチームの達成感など、職場内にポジティ
ブな雰囲気が循環する。本研究の目的は、看護師がいきいき働く経験の意味と、活気が
感じられる病棟の看護チームの特徴を記述することである。看護師の語りから、充実感
を抱ける看護実践は何なのか、何によって self-efficacy を抱くことができるのかについ
て記述するとともに、活気にあふれ働いている看護師たちの経験の構造と意味、関連
する心の動きを記述して、看護師がいきいき働く経験の意味とチームの特徴を探究し
た。  
対象と方法：活気が感じられる病棟で働く常勤の看護師 22 名を対象に個別面接調査を
実施した。得られた録音データを逐語録におこし、質的データ分析の妥当性を高める
ために、2 つの質的研究方法を用いて analysis triangulation を実施した。Step1 では 22
名全員の看護師の self-efficacy の構造について Krippendorff  (1980/1989)の手法による内
容分析を実施した。Step2 ではうち 4 名の看護師を対象に、いきいき働く経験の構造と
意味について Giorgi (2009/2013)の科学的現象学的分析方法による分析を試みた。尚、
本研究は筑波大学医の倫理委員会および対象施設倫理委員会の審査承認を得て実施し
た。  
結  果：概念分析より、看護師がいきいき働くことの属性は、看護専門職として自覚
し自律した看護師が、倫理観と責任感、意欲、向上心をもち、明るく能動的に、周囲の人々
と協働して職務遂行することであった。いきいき働くことの前提には主観的健康感や人
間関係志向などがあり、いきいき働いた結果、力の成果やポジティブ性がもたらされ
ていた。Step1 の分析では、看護師の self-efficacy は効力予期などから構成され、人々
との関わりの中で存在することが記述された。看護師の self-efficacy にはポジティブお
よびネガティブな内容があり、看護師長の self-efficacy はポジティブな内容であった。
Step2 の分析では、いきいき働く経験の構造に【看護専門職としての自己】【ゆるぎな
い自己】【つながっている私たち】【看護管理者への支持】の 4 つの高次の意味が記述
され、「患者・家族にケアリングする私」「心身の安定」「頼りになる仲間」「管理者か
らの支え」などから成り立っていた。また、経験全体に浸透する契機として《看護専
門職としての自己存在》と《専門職として成長していく時間的展望》が現れていた。  
考  察：Step1 の看護師の self-efficacy は、人々との関わりの中で自らの力を発揮し
た結果生じる効力予期で、意欲や結果予期と共に社会的相互作用の中で関係効力的に
現れていた。ポジティブまたはネガティブな self-efficacy は、看護師個人の特性や状況、
心身の主観的健康感や専門職的発達段階に応じて現れると考えられたが、ポジティブ
な self-efficacy がチームに存在することでスタッフ支援が促される関係性が成り立ち、
ネガティブ意識の変容が図られると推察された。このような個人や集団レベルでのポ
ジティブな self-efficacy と看護師長のポジティブな心理的力動が作用することで、ポジ
ティブな病棟の雰囲気へとつながり、職場全体の活気が維持されるのだと考えられた。
このことは Step2 の【つながっている私たち】【看護管理者への支持】で語られ、個人
の成長が促され、組織が発展していく発生的成り立ちとして現れていた。また、看護
師長のポジティブマネジメントと、師長やリーダー層による各スタッフの状態や状況
に合わせた多様なリーダーシップも、病棟風土に大きな影響を与えていると考えられ
た。さらに、看護師がいきいき働く経験に存在する心理的力動は、看護実践において
自己の力を十分に発揮するために重要で、専門職としての思考や行動、成長に影響す
ると考えられた。以上のことから、看護師がいきいき働くことが存在すると、ポジテ
ィブな雰囲気が病棟全体に伝播し、望ましい職場環境とより質の高い看護実践を提供
できると考えられた。  
結  論：2 つの質的研究方法を用いて analysis triangulation を実施した結果、「専門職
としての自覚と充実感・自己コントロール可能感・ポジティブ性・信頼・人間関係志
向」が同様に記述された。看護師がいきいき働く経験の意味は、「看護実践において、
看護師が主体的で能動的に生き（主体性）、専門職としての時間的展望をもち（時間性）、
看護対象や協働者との間の望ましい雰囲気を維持し（空間性）、自己の知覚と感性を十分に
活用し発揮して（身体性）、看護対象や協働者との信頼関係を築いて（関係性）、専門職と
して成長し続けながらケアしていくこと（経験の更新）」であった。活気が感じられる病
棟の看護チームには、心身共に健康で自己の力を発揮でき、専門職として自律した看
護師が存在した。看護管理者からの支えがあることで安心して働き、仲間と信頼し合い、
後進を育成し、チームワークが発揮されるチームの特徴が現れていた。  
 
